
ふくおか宣言 

 

我が国は、国民皆保険制度を礎として世界有数の長寿国を実現した。一方で長期にわたる

出生数の減少により、急激な人口減少を伴う深刻な少子超高齢社会を迎えた。 

大きく変貌するこれからの社会において、「すべての人に健康と福祉を」を理念とする医

療におけるＳＤＧｓ、すなわち誰もがいつでも等しく質の高い医療を享受できる制度と医

療提供体制を維持するために、医療制度が見直され、様々な医療政策が検討されている。す

でに地域医療構想、医師の偏在対策、働き方改革が三位一体改革と称して進められており、

医師臨床研修制度や専門医制度のみならず、自由開業制等にも改革の矛先が向いている。 

医師会の役割は、これらの医療政策に対し医師の使命感に基づいた適切な専門的提言を

することであり、医師会に、より多くの医師が結集し、医師の総意として国に届けることが

重要である。そのためには、医師の約４分の３を占める勤務医、特にこれからの医療を担う

若手医師が、生涯にわたり医師としての矜持とやりがいを保ち、充実した医療活動が送れる

社会の実現に向けて、開業医と協働で医師会活動に参画することが不可欠である。 

医師会がこれまで以上に勤務医の声をしっかりと受け止め、現場に反映する姿勢こそが、

若手医師の医師会事業への理解と帰属意識の醸成に繋がると期待する。 

医師が同じ目標に向かって団結し、質の高い日本の医療を将来的にも国民へ提供し続け

ることができる社会の実現を目指し、次のとおり宣言する。 

 

一.各地域において若手医師を含む勤務医の意見集約の場を設け、都道府県医師会ならびに

日本医師会との双方向の意思疎通と情報共有をもとに、ボトムアップによる政策への提

言の実現を目指す。 

 

一.医師会役員や医師会内外の会議・委員会委員に係る勤務医枠の拡大あるいは新設、勤務

医を対象とする研修会、講演会等の各種イベントの企画等を通じて、勤務医や若手医師の

医師会活動への参画を推進する。 

 

一.医学生や研修医等に対して初期教育の段階から、地域医療や公衆衛生の重要性、さらに

は医師会活動への正しい理解と信頼の醸成を図る。 

 

一.勤務医と国民に対し、時代に即したツールを活用した広報活動を展開し、医療情報・医

師会活動の発信に努める。 
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